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2018年 11月 13 日 

各  位 

会社名 ヒビノ株式会社 

代表者名 代表取締役社長 日比野 晃久 

（コード番号 2469 東証 JASDAQ） 

問い合わせ先 執行役員ヒビノ GMC経営企画本部長 大関 靖 

（TEL：03-3740-4391） 

 

 

 

株式会社テクノハウスの株式の取得（完全子会社化）及び 

株式譲渡契約締結に関するお知らせ 

 

当社は、2018 年 11 月 13 日開催の取締役会において、株式会社テクノハウスの全株式を取得し当社の完全

子会社とすることを決議し、同日付で株式会社テクノハウスの株主との間で株式譲渡契約を締結いたしました

ので、下記のとおりお知らせいたします。 

記 

 

１．株式取得の理由 

当社グループは「音と映像のプレゼンテーター」を標榜し、音響機器販売・施工、映像製品の開発・製造・

販売、コンサート・イベントの音響・映像サービスを主たる事業としています。2019 年３月期を起点とし

た３ヵ年の中期経営計画「ビジョン 2020」において「業界トップの維持・シェア向上」を経営課題の一つ

として掲げ、M&Aを活用した事業基盤の強化に取り組んでいます。 

当社グループの音響機器販売・施工事業は、世界中のプロフェッショナルから高い評価を得る業務用音響

機器等を輸入販売しています。音空間の設計・施工から、音響システム販売、保守に至るまで、ワンストッ

プで提供しています。 

一方、株式会社テクノハウスは、業務用映像機器等の輸入販売、システム設計・施工を行っています。創

業以来、絶えず新しい技術を取り込みながら取扱いブランドを拡充してきました。現在の主力は、コンサー

トやイベント現場での運用に適した Barco Folsom ブランドの映像機器であり、当社グループのコンサート・

イベント事業においても主要機材の一つとして使用しています。そのほか、Evertz（放送機器）等の魅力的

なブランドを有しており、放送局をはじめ幅広い顧客に導入されています。同社は、商品を販売するだけで

なく、映像の専門知識を有する技術者が社内に在籍し、ユーザー企業の運用を技術的にサポートできる点に

強みがあります。また、メンテナンス等のアフターフォローを充実させることで信頼を獲得してきました。 

デジタルテクノロジーの急速な進歩により、音声・映像信号の伝送や圧縮記録方式の規格化が進む中、昨

今は、音響や映像、ネットワークを含めた一体的なシステム提案が一層求められるようになっています。株

式会社テクノハウスを当社グループに迎えることで、商品、知識、ノウハウ、技術を共有し、システムソリ

ューションの提案力を強化できると考えています。加えて、音響と映像の分野にそれぞれ販売とサービスの

部門を持つ当社グループの経営体制を活かし、現場運用で得られたユーザー視点の情報を商品の開発、品質

向上に役立てるなど、商品・サービスの価値を継続的に高めていくことによって、競争力を維持・強化して

いきます。 
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２．異動する子会社（株式会社テクノハウス）の概要（2018年 11月 13日現在） 

（１） 名 称  株式会社テクノハウス 

（２） 所 在 地  東京都中央区湊二丁目 12番 11 号 IXOSビル２F 

（３） 代表者の役職・氏名  代表取締役社長  櫛引 則彦 

（４） 事 業 内 容  業務用映像・音響機器の販売、システム設計・施工・メンテナンス 

（５） 資 本 金  10 百万円 

（６） 設 立 年 月 日  1988年４月２日 

（７） 大株主及び持株比率  
平凡商事株式会社 

ほか法人株主１名 

51.00％ 

 

（８） 
上場会社と当該会社 

と の 間 の 関 係 

 資本関係 該当事項はありません。 

 人的関係 該当事項はありません。 

 取引関係 
当社及び当社の関係会社と当該会社との間で、

商品の販売及び仕入取引があります。 

（９） 当該会社の最近３年間の経営成績及び財政状態 

決算期  2016年３月期 2017年３月期 2018年３月期 

純 資 産  160百万円 185百万円 194百万円 

総 資 産  634百万円 598百万円 684百万円 

１ 株 当 た り 純 資 産  804,795.22円 928,351.79円 971,278.8円 

売 上 高  1,032 百万円 967百万円 1,145 百万円 

営 業 利 益  11 百万円 37 百万円 26 百万円 

経 常 利 益  16 百万円 32 百万円 20 百万円 

当 期 純 利 益  12 百万円 25 百万円 9 百万円 

１ 株 当 た り 当 期 純 利 益  63,756.81円 128,556.57円 47,927.01円 

１ 株 当 た り 配 当 金  － 5,000 円 5,000 円 

 

 

３．主な株式取得先の概要 

① 名 称  平凡商事株式会社 

② 所 在 地  東京都中央区銀座一丁目 23 番８号 

③ 代表者の役職・氏名  代表取締役社長  鈴木 昭夫 

④ 事 業 内 容  
洋紙、板紙、和紙、加工紙をはじめ、紙製品、樹脂製品、化成品、包装資

材、パッケージ、コップ原紙、店舗用度品などの卸売 

⑤ 資 本 金  72 百万円 

⑥ 設 立 年 月 日  1954年６月２日 

⑦ 大株主及び持株比率  

株式会社マガジンハウス 

株式会社音響ハウス 

マガジンハウス持株会 

鈴木 昭夫 

14.80％ 

14.80％ 

14.80％ 

12.50％ 

⑧ 
上場会社と当該会社 

と の 間 の 関 係 

 資本関係 該当事項はありません。 

 人的関係 該当事項はありません。 

 取引関係 該当事項はありません。 

 関連当事者への該当状況 該当事項はありません。 
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４．取得株式数、取得価額及び取得前後の所有株式の状況 

（１） 異動前の所有株式数  0 株 （議決権の数 0 個） （所有割合 0.00％） 

（２） 取 得 株 式 数  200株 （議決権の数 200個）   

（３） 異動後の所有株式数  200株 （議決権の数 200個） （所有割合 100.00％） 

（注）取得価額につきましては、株式取得先からの意向を踏まえ守秘義務契約を締結し、開示を差し控えてお

りますが、DCF方式をベースに第三者機関の価格算定に基づき決定しております。 

 

 

５．日程 

（１） 取 締 役 会 決 議 日  2018年 11月 13 日 

（２） 株 式 譲 渡 契 約 締 結  2018年 11月 13 日 

（３） 株 式 取 得 実 行 日  2018年 12月３日（予定） 

 

 

６．今後の見通し 

本件による 2019 年３月期の当社連結業績に与える影響は現在精査中でありますが、今後、開示すべき事

項が発生した場合には、速やかに開示いたします。 

 

以  上 


